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JPOPMとは

JPNICとは独立した組織であるポリシー
ワーキンググループが運営する，日本のイ
ンターネット資源管理ポリシーに関する
ミーティングです．

ポリシーWGでは，JPコミュニティの皆様か
ら意見を頂き，JPNIC／APNICに対してアド
レスポリシー策定／改訂等の働きかけを
実施します．



ポリシーWGメンバ

チェア:
藤崎 智宏／日本電信電話(株) 

メンバ：
赤井 卓／(株)イーツリーズ・ジャパン

伊藤 公祐／(株)IRIユビテック

沖 幸弘／ソネットエンタテインメント株式会社

橘 俊男

中川 あきら／KDDI(株)



国内におけるポリシー策定の仕組み

アドレスポリシーに関する
•意見/質問の表明
•情報提供/提案を実施

•勧告内容の実装検討
•OPFへの検討結果・
実装予定の報告

アドレス利用者 JPNIC

JPNICとは独立した機関「ポリシーWG」がポリシー策定
に関する議論の場「オープンポリシーフォーラム(OPF)」
を提供しています．

中立的な立場からの；

•議論/情報交換の場(OPF)の提供

•アドレス利用者とJPNICの調整
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JPOPMを基準にしたポリシー決定プロセス

★
JPOPM

★

次の
APOPM1ヶ月程度

★

JPOPM
提案募集締め切り

一次 コンセンサス
のまとめ

★

IP-USERS MLでの
最終コメント期間

★
2週間程度 ポリシーWGにて取

りまとめ，JPNICに
対して実装勧告

★
APOPM

1～2ヶ月程度

★

臨時
JPOPM

1～2ヶ月程度

APOPMでJPコミュニティにとって影響のある
提案がある場合，臨時でJPOPMを開催して
提案に対するJPコミュニティの意見を取りま
とめる。臨時会での提案事項受付は無い。

例年2月，9月頃

2007.10.19 APOPM25@Taipei, 2007.2.25-2.29

APOPM24 2007.8.29-9.7
インド（ニューデリー）

200７.9.20



本日のプログラム
(I) Informational： 情報提供を目的としたプレゼンテーション
(P) Proposal:  ポリシー提案1.オープニング

JPOPM13 開会挨拶 (藤崎 智宏/ポリシーWG チェア) (I)
2.前回までのフォローアップ

Action Item 確認 (藤崎 智宏/ポリシーWG チェア) (I)
JPNICでのポリシー対応状況(JPNIC) (I)
ip-users ML アーカイブ設置提案 その後の報告 (中川あきら/ポリシーWG・KDDI) (I)
歴史的 IPv4 アドレス回収に関する状況報告 （佐藤香奈枝/JPNIC) (I)

3.IPv4アドレス枯渇関連議論
IPv4アドレス枯渇に関するポリシー動向のご紹介 （奥谷 泉/JPNIC）（I)
最後のAPNICアドレスプールの分配について (中村 秀治/IPv4アドレス枯渇問題検討ワーキングループ
1) （I）

4.[提案] AP地域LIR共同利用IPv4アドレス空間の新設 (新延 史郎/NTT) (P)
5.[提案] IPv6 name server 運用の問題と対策 （廣海 緑里/株式会社インテック・ネットコア）(P)
6.ポリシー動向紹介

世界のポリシー関係状況アップデート （奥谷 泉/JPNIC）(I)
7.各種活動紹介

IPアドレス検討委員会報告 (吉田 友哉/IPアドレス検討委員会委員長) （I）
JPNIC審議申請に関するアンケートの集計結果 （塚本 彰/JPNIC IPアドレス検討委員会・審議申請アン
ケート WG） （I)
JPNIC認証局と経路情報の登録機構について (木村 泰司/JPNIC)  （I）

8. コンセンサス確認/まとめ (藤崎智 宏/ポリシーWG チェア)
9. 懇親会（別会場）
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